
東京オリンピック・パラリンピックが教えてくれた人間のすばらしさ 

校 長  曲師 政隆 

 賛否両論あったものの、コロナ禍において、１年遅れで始まった東京オリンピック・パラ

リンピックが終わりました。選手の皆さんの、金メダルという高い目標を目指して試合当日

まで頑張ってきた姿、試合中、どんなに負けていても最後まで諦めない姿、選手を支えてき

た家族やチーム関係者の思い、パラリンピック選手の障がいに負けずに頑張っている姿、外

国人選手が伝えてくれた日本への感謝の気持ち等、どれをとっても、本当に感動しました。 

 そんな中、これまでとは違う意味で感動を味わわせてくれたのが、スケートボードの若い

選手たちでした。私のイメージでは、スポーツはつらい練習を耐え抜いてきた選手が真剣勝

負をする場、優勝を目指す選手にとって、他の選手はライバルであり『敵』だと思ってきま

した。試合が終わってから、お互いの頑張りを讃え合う姿はこれまでも見てきましたが、試

合中に、すばらしい演技をした選手に駆け寄り笑顔で抱きついたり、失敗した選手を慰めに

行ったりする姿は、初めて見ました。また、緊張もしているのでしょうが、常にスポーツを

楽しんでいるという姿も印象的でした。 

 これが若い選手だったからなのか、競技の特性なのかは分かりません。とかく「今の若者

は・・・・」とついつい思ってしまうこともありますが、私たちには私たちの、若者には若

者のすばらしさがあるものと思います。子供たちを含め、これからの日本を背負っていく若

者たちの成長に対して、少しでも役立ちたいなと改めて思いました。今は外国との関係もよ

いとは言えません。コロナのために、政治や経済で様々な問題も起こっています。こんなと

きだからこそ、他人の非ばかり主張するのではなく、みんなが力を合わせていく社会をつく

っていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校だより 

                                     南砺市立城端小学校 

                                     令和３年９月２２日 

 
＜１０月の主な行事予定＞           ＜１１月の主な行事予定＞ 
 １日（金） 集団登校                １日（月）  集団登校 
 ８日（金）さわやかデー               ３日（水）  文化の日 
１１日（月）学校集金・ベルマークの日        ９日（火）  さわやかデー 

第１学年・第２学年校外学習             ベルマークの日 
１４日（木）避難訓練（地震想定）          １０日（水） 学校集金 
１５日（金）集団登校                    １４日（日） 学習発表会 
１８日（月）スキヤキミーツザワールド打楽器演奏会  １５日（月） 振替休日 
                 （４年生参加）  ２９日（月） 高学年弁当の日 
２１日（木） 就学時健診              
２６日（火） 持久走大会（中学年・高学年）       
２７日（水） 持久走大会（低学年）           
２８日（木）～２９日（金） 持久走大会予備日      

                        
 

～ぽかぽかコラム ５年生の取組より～ 

5年生は、総合的な学習の時間で、米作りから販売までの活動に取り組んでいま

す。 

「CMを作って宣伝したら買いたくなるかな」「アルバムで活動についてまとめた

ら僕らの努力が伝わるかな」とそれぞれのグループで知恵を出し合っています。「米

の値段や量はどのくらいが妥当かな」と家庭で調べた米の値段や量の情報を持ち寄

って話し合っているグループもあります。まるで会社を経営するように取り組んで

いる姿を誇らしく感じます。           （５年生担任 石塚 千里） 



 
 
全校らんらんタイム 持久走大会に向けて、長距離走の練習が始まりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１年生生活科 城南スタジアムや城南パークへ行って、友達と生き物を捕まえました。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動から 

子供と、いざというときの備えを！ 

城端小学校では、今年度も新型コロナウイルス感染症対策をした上で避難訓練を

実施しています。９月８日（水）の２時間目に、地震の発生を想定してシェイクア

ウト訓練を行いました。子供たちは、危険な場所から離れたり、自分の頭部を守る

初期動作をすぐに行ったりしていました。 

同日、県からいただいた非常食を配布しました。その際、5年生の子供たちに自

分の家に非常食や防災用具が用意してあるか尋ねてみました。多くの子供が、分か

らないという反応でした。翌日、家族に聞き、用意してある場所が分かり安心した

こと、家族の人数に対して少ないから買い足そうという話になったことを知らせて

くれた子供がいました。災害について自分事として考える姿が立派だなと思いまし

た。災害等は、いつ・どこで起きるか分かりません。もしかしたら、子供だけで家

に居るときかもしれませんし、登下校中かもしれません。いざというときに、子供

が行動できるようにぜひ事前に話し合っておいてください。 

避難訓練担当 石塚 千里 


